
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 5 月 30 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：第二次大戦後の占領期において、「占領した側」の GHQ/SCAP/PHW(連

合国最高司令官総司令部 公衆衛生福祉局)と「占領された側」の厚生省との間で行われた政策

の交渉過程と結果を、①これまで系統的に分析が行われてなかった GHQ 文書を解読、復刻、

ハイパーリンク化、時系列の並び替え、文書作成者ごとの分別等(相互リンク)を行い、②GHQ

文書の Daily Journal の分析と、既存の国内資料との比較･検証を行った。 

 
研 究 成果 の概 要（ 英文）： At the occupation term after the Second World War 

GHQ/SCAP/PHW (General Headquarters/Supreme Commander for the Allied Powers/ 

Public Health and Welfare) of "the side which occupied", and the Ministry of Health and 

Welfare of "the occupied side", The GHQ document in which analysis was not conducted 

systematically until now is decoded. By performing reproduction and mutual link for two 

or more GHQ documents, the bargaining process of a policy, analysis of a result, and 

comparison and verification are performed. 

 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2011 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2012 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：境界医学・医療社会学 

キーワード：医学史、保健医療史、占領史、医療政策 

 
１．研究開始当初の背景 

占領期の日本では間接占領制が布かれ、占
領軍総司令部の指示や示唆の下、日本政府の
担当官庁が政策をその行政機構網を通じて
実施した。保健医療政策においては公衆衛生
福祉局(PHW)が占領軍側の担当部署であり、
日本政府側の担当部署は主に厚生省であっ
た。占領期は混乱の時代であり、この時代の
保健医療政策を分析するための史料は日本

国内にはあまり残存していない。 

一方、占領軍においては、占領終了時に
多くの行政文書を米国に持ち帰っており、米
国国立公文書館の情報開示により、研究の対
象とすることが可能になっている。保健医療
政策に関しては、PHW の活動を 46 都道府県
に駐留する地方軍政部へ連絡するために作
成された Weekly Bulletin（週刊広報）と、
予防医学課、資材課などの担当部署で業務報
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告書として作成された Memorandum for 

Record(記録用覚書)とが存在する。このうち、
研究者らは既に 1945-1952 年の Weekly 

Bulletin を復刻した。その次の研究過程とし
て、PHW の部内で回覧された Daily Journal

に保存されている Memorandum for Record

を解読・復刻することが重要だと考えた。 

 

２．研究の目的 

GHQ/SCAP/PHW文書中のMemorandum 

for Record の復刻作業を行い、GHQ 文書の
電子ファイル化による時系列分析を行い、年
次別・都道府県別にどのような保健医療政策
が実施されたかを、それぞれの案件について
解明することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

既に復刻･解読を終えた Weekly Bulletin

により明らかになった占領期の保健医療政
策の動向を基に､Daily Journal に貼付され
た Memorandum for Record を、解読・復刻
して電子ファイル化した。これらの文書は時、
何重にもカーボンコピーされたため判読が
困難になっている。これを解読した後、電子
ファイル上に復刻を行い、書類作成年月日、
表題、書類起草者名等を Microsoft Access 等
のソフトを用いてデータベース化するほか、
文中に他の関連文書等が出てきた場合はこ
れをハイパーリンク化して、項目ごとの関連
付けを容易にするよう努めた。また、文中に
出てくる人物などの固有名詞や様々なキー
ワードでの検索も、この電子ファイル化作業
によって容易になるようにした。 

 

４．研究成果 

 Daily Journal 文書中に貼付されている
Memorandum for Record をすべて集計し、
合計 17,671 文書について、書類作成年月日、
報告者名、所属課、表題をリスト化した。 

以下に所属課、年次別の表を示す。全体の傾
向としては、年次としては 1947-1949 年の 3

年間で全体の約 7 割を占め、所属課としては
Preventive Medicine, Supply, Welfare 等が
相対的に多かった。 

 
さらなる研究成果としては、これらの 17671

文書をデータベース化して表題や報告者名
で検索を可能とした。その結果、各所属課の
職員の推移を明らかにできた。 
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本における GHQ/SCAP/PHW の組織と職員
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書にみる「淋病」の流行―，第 69 回日本公
衆衛生学会，2010 年 10 月 27－29 日，東京
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⑩田中誠二, 杉田聡, 丸井英二：戦後占領期
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〔その他〕 
ホームページ等 
①GHQ/SCAP/PHW(連合国最高司令官総司令部 
公衆衛生福祉局) Weekly Bulletin 復刻資料
http://www.rekishow.org/GHQ-PHW/ 
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